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明
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分
析
会
や
店
舗
装
飾
な
ど
、
沢
山
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
総
代
活
動

総
代
に
就
か
れ
た
方
に
、
年
間
を
通

し
て
総
代
の
理
解
及
び
役
割
発
揮
を
促

す
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
総

代
会
の
進
行
補
助
だ
け
で
な
く
、
そ
の

後
の
総
代
と
職
員
の
意
見
交
換
会
も
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
代
が
生
協
に

対
し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
を
気
軽
に
意

見
交
流
す
る
、
学
生
総
代
会
議
（
総
代

の
つ
ど
い
）
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

○
広
報
活
動

機
関
誌
「Letter

」
を
年
４
回
発
行

し
て
い
ま
す
。
札
幌
近
郊
の
イ
ベ
ン
ト

や
生
活
の
知
恵
な
ど
大
学
生
活
を
充
実

さ
せ
る
情
報
が
満
載
で
す
！
次
回
は
1

月
発
行
予
定
で
す
。
ま
た
、
学
生
委
員

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、

紙
面
を
お
借
り
し
て
私
た
ち
、
学
生
委

員
会
の
活
動
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
学
生
委
員
会
は
現
在
、
１
～
３

年
生
の
計
33
名
で
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
北
大
生
を
中
心
と
し
て
、
北
大

に
か
か
わ
る
人
の
よ
り
よ
い
生
活
の
た

め
に
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
大
別
す
る
と
6
つ
の
活
動
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
概
要
を
紹

介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
店
舗
活
動

生
協
店
舗
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
主
目
的
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

や
装
飾
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
に

は
ア
イ
ス
の
人
気
投
票
を
、
ポ
ッ
キ
ー

の
日
に
は
店
頭
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
オ
ブ

ジ
ェ
制
作
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員

さ
ん
と
一
緒
に
、
組
合
員
の
声
を
分
析

し
、
よ
り
よ
い
店
舗
づ
く
り
・
活
動

に
活
か
す
組
声
分
析
会
も
行
っ
て
い
ま

す
。
現
在
、
昨
年
好
評
だ
っ
た
組
合
員

メ
ニ
ュ
ー
投
票
企
画
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
！

○
共
済
活
動

組
合
員
の
安
全
で
健
康
な
大
学
生
活

を
目
指
し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
夏

に
は
、
自
転
車
の
無
料
点
検
及
び
、
自

転
車
マ
ナ
ー
の
周
知
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
学
生
総
合
共
済
の
給
付
事

例
や
ケ
ガ
・
病
気
の
予
防
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
に
関
す
る
情
報
等
を
ま
と
め
た
、

共
済
ス
タ
ン
ド
を
食
堂
な
ど
に
設
置
し

て
い
ま
す
。
他
に
も
、
共
済
の
給
付
事

例
を
、
職
員
さ
ん
と
学
生
委
員
で
み
る

会
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
Ｈ
Ｐ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
色
々
な
媒
体

で
学
生
委
員
会
の
活
動
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
社
会
的
活
動

こ
れ
か
ら
社
会
に
羽
ば
た
く
北
大
生

に
、
も
っ
と
社
会
へ
目
を
向
け
て
も
ら

お
う
と
動
い
て
い
ま
す
。
北
大
祭
で
は

北
大
祭
事
務
局
と
協
力
し
て
、
環
境
問

題
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の
10
月
の

衆
院
選
に
お
い
て
は
、
選
挙
制
度
な
ど

の
情
報
を
載
せ
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
設
置
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
呼
び
か
け
で
、
選
挙
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

○
新
学
期
活
動

受
験
生
や
新
入
生
に
対
し
て
も
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て
対
象

者
の
不
安
や
疑
問
の
解
消
を
し
、
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
期
待
を
抱
い
て
も
ら
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
訪
れ

る
高
校
生
や
受
験
時
の
受
験
生
を
対
象

に
、
道
案
内
や
相
談
会
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
受
験
生
応
援
メ
ル
マ

ガ
の
配
信
、
新
入
生
歓
迎
冊
子
『
北
大

生
の
生
活
』
の
発
行
、
新
入
生
歓
迎
活

動
（
新
友
の
つ
ど
い
）、
北
大
学
務
部
と

連
携
し
た
履
修
相
談
会
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
学
生
委
員
会
の
Ｈ
Ｐ
を
見

て
く
だ
さ
い
！
ま
た
、
活
動
に
対
し
て

意
見
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
れ
か
ら
も
、
よ

り
よ
い
生
活
の
実
現
に
向
け
て
邁
進
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Opinion!

北大生協学生委員会の
活動紹介

北大生協
学生組織委員会委員長

小笠原　明信
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10
月
、
川
の
鮭
を
見
た
く
て

「
さ
っ
ぽ
ろ
ワ
イ
ル
ド
サ
ー

モ
ン
フ
ッ
ト
パ
ス
」
に
参

加
し
た
。
真
駒
内
の
さ
け

科
学
館
を
出
発
。
精
進
川

と
豊
平
川
に
つ
い
た
り
離

れ
た
り
し
て
歩
い
た
▼
川

辺
の
緑
の
ト
ン
ネ
ル
の
中

や
、
紅
葉
が
点
在
す
る
美
し

い
河
畔
林
の
傍
を
歩
く
の

が
心
地
よ
く
、
鮭
を
忘
れ
か

け
た
。
が
、
精
進
川
に
は
鮭
の
仲
間
の

サ
ク
ラ
マ
ス
が
い
た
。
産
卵
後
の
産

卵
床
を
門
番
の
よ
う
に
守
っ
て
い
た
。

産
卵
床
作
り
で
傷
ん
だ
尾
鰭
が
白
く

痛
々
し
い
▼
先
生
引
率
の
子
供
の
一

団
が
来
た
。
魚
を
見
て
騒
ぎ
、
棒
で
川

面
を
叩
こ
う
と
す
る
ワ
ン
パ
ク
が
い

る
。
先
生
が
止
め
る
。
気
配
を
察
し

た
マ
ス
は
産
卵
床
を
離
れ
た
が
、
ま
た

守
り
に
戻
る
。
街
の
川
ら
し
い
眺
め

だ
っ
た
▼
豊
平
川
は
護
岸
工
事
中
。

ス
タ
ッ
フ
の
解
説
で
は
、
工
事
予
定
地

は
網
で
覆
い
、
鮭
が
そ
こ
で
は
産
卵
し

な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
る
と
い

う
。
豊
平
川
の
「
カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー

モ
ン
」
運
動
か
ら
約
40
年
。
精
進
川

の
環
境
改
善
事
業
か
ら
20
数
年
。
鮭

回
帰
ま
で
の
時
間
と
関
わ
っ
た
人
々

の
苦
労
に
思
い
が
い
く
▼
こ
ん
な
川

は
ま
だ
一
部
。
街
に
は
、
飛
び
降
り
た

ら
骨
折
し
そ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三

面
張
り
の
川
が
少
な
く
な
い
。
子
供
が

遊
べ
る
よ
う
な
自
然
の
川
が
増
え
た

ら
、街
の
空
気
も
変
わ
り
、よ
り
暮
ら
し

や
す
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
時
に
は
鮭

も
戻
っ
て
く
る
か
も
。 

（
今
日
子
）

いじわるじいさん

北大生協設立70周年を迎えて
～北海道大学の歴史とともに北大生協は70年歩みつづけています

現在の北大生協会館（2014年竣工）

1947年（昭和22年）6月。第二次世界大戦敗戦後の食糧不足や物不足の時期に、５人の学

生さんが中心となって「学ぶことは食べることから」をスローガンに掲げ、ノートはな

く、住居・食事もままならない状況のもとで、食べ物と書籍を確保して学生さんと教職

員の皆さんに物資を提供することを目的として北大生協は設立されました。それから70

年。北大生協は大学のみなさんの福利厚生を支える存在となるべく努めてきました。こ

れからもみなさんとともに歩み続けていきます。

12月

購買部より
12月祭企画を70年記念
バージョンにて開催！
ご期待ください!!!

食堂部より
1/29（月）～31（水）
カレー（小）を70円で
提供します！

書籍部より
お好きな文庫を抽選で
70名様プレゼント
企画実施します！

1969年に建設された生協会館 1950年代木造建築だった北大学生書房 旧中央食堂での食事風景 1950年頃

みなさまへの感謝をこめて
70周年を記念して、組合員の皆様に還元する様々な企画をご用意しています。

詳しくは店頭の案内をご覧ください。

1月
2018年
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留
学
生
に
は
春
と
秋
、
２
回
新
学
期
が
あ
り
ま
す
。
新
入
留
学
生
歓
迎
・
支
援
イ
ベ
ン

ト
も
年
２
回
で
す
。
去
る
10
月
６
日
（
金
）
に
は
中
央
食
堂
２
階
で
秋
学
期
『
新
入
留
学
生

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

16
カ
国
94
名
の
参
加
に
ス
タ
ッ
フ
を
加
え
た
総
勢
21
カ
国
１
１
２
名
が
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

留
学
生
委
員
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
応
援
も
得
て
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
順
調
に
進
行
し
ま
し
た
。

　
こ
だ
わ
り
①

ス
タ
ッ
フ
が
話
す
言
葉
は
多
国
籍
対
応

司
会
者
の
説
明
や
紹
介
は
英
語
と
中

国
語
、
イ
ベ
ン
ト
中
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
や
ア
フ
リ
カ
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

エ
ジ
プ
ト
な
ど
各
国
出
身
の
ス
タ
ッ
フ

が
個
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
フ
ォ

ロ
ー
し
ま
し

た
。
母
国
の
言

葉
を
聞
い
て
表

情
が
パ
～
ッ
と

明
る
く
な
る
新

入
生
も
！　

言

葉
の
多
国
籍
対

応
は
大
好
評
で

す
。

　
こ
だ
わ
り
②

飲
食
の
全
て
を
ハ
ラ
ル
で
用
意

待
ち
に
待
っ
た
乾
杯
！
み
な
さ
ん
が

心
配
な
く
同
じ
も
の
を
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
今
回
も
全
て
ハ
ラ
ル
で
用
意
。
料

理･

お
菓
子･

フ
ル
ー
ツ
盛
合
わ
せ
に
各

種
飲
料
、
少
し
だ
け
日
本
の
食
文
化
と

い
う
こ
と
で
、
２
種
類
の
味
の
お
む
す

び
と
緑
茶
に
説
明
書
き
を
添
え
て
提
供

し
ま
し
た
。
会
場
内
を
自
由
に
移
動
で

き
る
立
食
ス
タ
イ
ル

は
、
気
兼
ね
な
く
料

理
に
手
を
伸
ば
し
、

誰
と
で
も
歓
談
で
き

る
の
が
魅
力
で
す
。

「
日
本
の
お
に
ぎ
り
初

め
て
食
べ
ま
し
た
」

「
料
理
が
ど
れ
も
お
い
し
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
」
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
は
特
別
に
十
勝
産
牛
乳
１
０
０
％

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
提
供
も
あ
り
、

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」「
お
い

し
い
！
」
と
評
判
で
し
た
。

　
こ
だ
わ
り
③

�

今
年
の
力
作「
留
学
生
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」を

ご
紹
介

留
学
生
生
活
を
快
適
に
過
ご
す
た
め

に
作
成
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
各
紹
介

に
活
用
し
ま
し
た
。
英
語･

中
国
語
・
ふ

り
が
な
付
き
日
本
語
の
３
カ
国
表
記
で

す
。
北
大
生
協
や
留
学
生
委
員
会
の
紹

介
か
ら
、
組
合
員
に
な
る
と
お
得
な
情

報
な
ど
、
先
輩
留
学
生
の
困
っ
た
経
験

を
反
映
し
て
作
成
し
ま
し
た
。
尚
、
期

間
限
定
Ｉ
Ｃ

チ
ャ
ー
ジ
５
％

プ
レ
ミ
ア
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
、

日
本
語
と
英
語

の
両
面
チ
ラ
シ

を
使
っ
て
お
伝

え
し
ま
し
た
。

　
こ
だ
わ
り
④

�

中
古
自
転
車
を

無
料
で
も
ら
え
る
ご
案
内

参
加
者
の
一
番
人
気
は
「
無
料
で
も

ら
え
る
中
古
自
転
車
」。
入
学
時
の
一
人

一
回
だ
け
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
こ
れ
も

も
ち
ろ
ん
３
カ
国
語
表
記
の
資
料
で
説

明
。
配
布
資
料
に
は
通
し
番
号
を
入
れ

事
前
説
明
会
に
持
参
す
る
こ
と
、
そ
れ

ま
で
に
生
協
に

加
入
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
後

日
開
催
の
中
古

自
転
車
無
料
譲

渡
会
の
事
前
説

明
会
の
日
程
と

場
所
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。

　
こ
だ
わ
り
⑤

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
国
名
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
」

　

景
品
を
目
指
し
て
ビ
ン
ゴ
の
マ
ス
を

埋
め
る
た
め
に
、
次
々
と
ま
わ
り
の
参

加
者
に
声
を
か
け
て
自
己
紹
介
を
し
な

が
ら
出
身
国
を
聞
く
と
い
う
友
達
作
り

が
広
が
る
ゲ
ー
ム
で
す
。「
ビ
ン
ゴ
！
」

が
出
る
と
、
ま
だ
の
参
加
者
た
ち
は

景
品
の
近
く
に
寄
っ
て
覗
き
込
む
な

ど
、
大
い
に
楽
し
み
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
新
品
の
鍋

や
タ
オ
ル
ギ
フ

ト
や
箱
入
り
の

食
器
や
グ
ラ
ス
、

文
房
具
、
北
大

グ
ッ
ズ
等
、
景

品
は
盛
り
だ
く

さ
ん
で
し
た
。

　
こ
だ
わ
り
⑥

　�「
日
用
雑
貨
品
を
自
由
に
選
ん
で

　
持
ち
帰
り
」

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影
を
し
、

パ
ー
テ
ィ
ー
は
終
了
。

北
大
教
職
員
、
地
域
の
皆
さ
ま
、
生

協
関
係
者
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
日

用
雑
貨
品
や
ハ
ン
ガ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー

な
ど
を
自
由
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
ビ

ン
ゴ
で
景
品
が
当
た
ら
な
か
っ
た
人
に

も
、
一
人
１
～

２
個
、
無
料
で

持
ち
帰
っ
て
い

た
だ
き
ま
し

た
。
ア
ン
ケ
ー

ト
協
力
者
に
は

乳
飲
料
の
お
土

産
も
お
渡
し
し

ま
し
た
。

参
加
チ
ケ
ッ
ト
（
新
入
留
学
生

３
０
０
円
、
在
校
生
・
教
職
員
・
一
般

５
０
０
円
の
２
種
類
）
の
販
売
開
始
か

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
当
日
ま
で
わ
ず
か
４
日

間
。
宣
伝
な
ど
事
前
準
備
が
心
配
で
し

た
が
、
大
学
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
場
や
、
ラ
イ
ン
等
を
有
効
に
活
用

し
て
、
ほ
ぼ
完
売
し
ま
し
た
。
留
学

生
委
員
会
は
、
計
画
立
案
か
ら
、
パ
ー

テ
ィ
ー
終
了
後
の
片
付
け
ま
で
、
１
ヶ

月
間
大
奮
闘
で
し
た
。

留学生委員会の取組み

各国から北大にやってきた新入留学生を温かく迎える楽しくて
お得な「Welcome Party」は毎回大好評！

質問には優しく多国籍対応

持ち歩けるA5サイズの
心強いパンフレット

自転車の説明には資料を手に真剣ビンゴが出たら景品を選びます

ご支援いただいた物品の数々集合写真　遠くから写さないとみんな入らない

会
場
は
ギ
ュ
ー

ギ
ュ
ー

日
用
雑
貨
品
を

選
ぶ
の
も
真
剣
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キャンパス放浪記 in 函館 … 第14回

１．そうだ！札幌へ行こう

北方生物圏フィールド科学センター
福井 信一様　　　　　　　　　　　　　　CC：M元理事

構内の木々もすっかり色付き、秋も深まってまいりました。
いつもお世話になっております。北大生協の○△□です。

早いもので「きぼうの虹」の発行準備の時期になりました。
『キャンパス放浪記』第373号の執筆（またはご依頼）をお
願いいたします。
詳細は、前回と同様で、以下のとおりです。

　・文字数　1100 ～ 1300字程度　　Wordファイルで
　・ 写真　　　2 ～ 3枚　　
　・原稿締め切り日　11月15日（水）
…以下略。

うーん（￣へ￣；）…今号はご依頼ができなかったし、一体
何を書いたらいいんだ？？とりあえず、過去の記事でも読み直
してみよう。

Oh ！　これは眩しすぎる。なんとくだらない記事を、カ
ラーで書いてしまったのか…もう眩しすぎて ( っд⊂) …orz

（第７回参照）。そうか、だから今年のフォトコンテスト特集号
は半分だけカラーになったのかな？　まあ、納得だね。^ ^

♪ ～ (￣ε￣；) …! ! そうだ！「キャンパス放浪記 in 札幌」
にしてしまえばいいんだ。函館キャンパスの人間は逆に札幌
キャンパスを知らないよね。そうと決まれば、札幌へ出発だ! !
でも、函館新道を通らずに、おれはわざわざ川汲峠（道道83号
線）を通り、噴火湾沿い（国道278号線）から、まずは森町を
目指すぜ! ! 行く手に困難があるときは、遠回り道を選べと言っ
たのは、果たして誰の名言だったか…
o(・ω・o)=з=зﾌﾞｰﾝ　

【ここで一息；道南道路案内】森町から函館市へは、通常は国道
５号線から函館新道（もしくは大野新道）のルートです。しか
し、噴火湾沿い（国道278号線）をずっと進んでも函館市（旧
南茅部町）に入ります。もう一つの函館市へのルートといって
もよいでしょう。途中に間歇泉もあるようですし、観光ルート
としてどうでしょう。

２．噴火湾沿いを北北西へ進路をとれ
（【ナレーション】川汲峠を通って、噴火湾沿岸を北上する車）

o(・ω・o)=з=зﾌﾞｰﾝ　…さて
と、食事がてら一休みしよう。ど
こか車を止めるいい場所はないか
な…。…。…。ア、アレ？こんな
ところに、北海道大学の看板があ
るぞ（写真１）。せっかくだから立
ち寄ってみるとするか。

誰もいないみたいだけど関係者以
外立ち入りできないのだろうし．．．、
そういえば、近くに食堂があった
から食事をしてから札幌に向かう
か．．．。でも、面白い木があったか
ら、写真を撮っておこう。風が強い
からこうなるのかな。（写真２）

…食事も済んで、間歇泉を見て…
アレ( ﾟДﾟ )、もう夕方か。日が落
ちるのが早くなったものだ…峠の
雪道は滑りそうだし、もう文字数
も残ってないし…、今回は札幌行
きを断念しよう。函館へ退却! !　
o(・ω・o)=з=зﾌﾞｰﾝ…。

【ここで一息；噴火湾沿岸と漁火】
イカ釣りシーズンの夜の噴火湾にはイカ釣り漁の煌々とした

明かりが海にともります（写真３）。写真ではイメージが伝わり
にくいので、是非、現地でご覧ください。

【最後に…】
Q. ＼(*｀∧ )́ ／ 噴火湾岸を南下したけど看板なんてなかったぞ! !
A. うーん（￣へ￣；）…看板を見つけるか、もしくは土偶と遭
遇しようとするか．．．、どっちも未知との遭遇だから、どっちか
と遭遇すればそれでいいんじゃない ! ?

北方生物圏フィールド科学センター　福井 信一

渡島半島逃避行

写真１　看板

写真３　真夜中の噴火湾に浮かぶ真っ白な太陽...かな？

写真２　盆栽みたいな木を
見つけたよ。
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10
月
24
日
（
火
）
に
生
協
会
館
１
Ｆ
購
買
で
、

店
舗
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。
少
し
で
も
組

合
員
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
う
店
作
り
を
目
的

に
、
利
用
者
目
線
で
店
舗
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し

た
。
昨
年
は
、
ク
ラ
ー
ク
書
籍
で
行
な
い
ま
し
た

の
で
、
今
回
は
購
買
で
行
な
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
院
生
委
員
４
名
を
含
む
計
８
名
の
院

生
さ
ん
が
参
加
し
、
最
初
の
40
分
程
度
購
買
を
見

て
回
り
、
そ
の
後
、
生
協
会
館
購
買
職
員
２
名
と

意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

店
舗
ク
リ
ニ
ッ
ク

商
品
の
配
置
や
接
客
応
対
、
価
格
表
示
な
ど

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
ま
た
、
院
生
さ

ん
が
そ
の
場
で
職
員
に
質
問
を
す
る
な
ど
真
剣

に
見
て
回
り
ま
し
た
。

職
員
と
の
意
見
交
換
の
場

院
生
さ
ん
か
ら
は
「
商
品
の
並
べ
方
で
、
商

品
と
商
品
の
隙
間
が
気
に
な
る
」「
日
用
雑
貨

が
充
実
し
て
い
て
嬉
し
い
」「
郵
貯
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を

設
置
し
て
ほ
し
い
」「
文
具
の
価
格
が
見
づ
ら

い
」「
北
大
グ
ッ
ズ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
英
語
表
記

の
ポ
ッ
プ
が
あ
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
様
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

職
員
も
都
度
「
価
格
表
示
に
つ
い
て
は
改
善
し

て
い
く
」「
検
討
事
項
と
さ
せ
て
ほ
し
い
」
な
ど

す
ぐ
に
回
答
で
き
る
も
の
は
行
い
、
今
後
の
課

題
と
な
る
も
の
は
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
な
ど

応
対
し
ま
し
た
。

院
生
さ
ん
も
職
員
も
、
普
段
話
す
こ
と
が
出

来
な
い
率
直
な
話
が
で
き
、
と
て
も
有
意
義
な

も
の
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
店
舗
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
出
さ
れ
た
意
見
を
元
に
、
よ
り
組
合

員
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
店
作
り
を
目
指
し

ま
す
。
ま
た
こ
う
い
っ
た
、
生
協
職
員
と
組
合

員
が
交
流
で
き
る
機
会
を
設
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

院生総代購買店舗クリニック

「フォトコンテスト応募作品展」を開催しました。

11月13日（月）から11月25日（土）の２週間、北大生協会
館店の階段壁に応募写真を展示しました。今年は67作品の応
募があり、春夏秋冬の北大の様々な景色が集まりました。作品
を見て、北大のどこの景色だろうと考えるのも楽しく、鑑賞さ
れている方達もいろいろな感想を言い合いながら見ていただい
ていました。また初めての企画で人気投票を行い、投票してい
ただいた方の中から抽選で10名の方に「2018北大卓上カレン
ダー」をプレゼントしました。

あわせて、10月23日（月）から11月24日（金）の１ヶ月
間、北大正門横のエルムの森ショップで入賞作品６作品を展示

エルムの森ショップ展示の様子生協会館店展示の様子

北大生協機関紙「きぼうの虹」企画のフォトコンテストも、今年で５回目となりました。
テーマは「北大百景2017」。応募いただいた中から66作品を展示する「応募作品展」を開催しました。

「2018北海道大学卓上カレンダー」

しました。今年はイチョウ並木の金葉祭に合わせて１週間早め
に展示をしました。そのため多くの観光客や一般市民の方々に
鑑賞していただくことができました。

生協会館店１階購買・エルムの森ショップ・ミュージアム
ショップにて、今年のフォトコンテスト入選６作品と、応募の
中から３作品の計９作品を掲載している「2018北海道大学卓
上カレンダー」を販売しています。よろしければお買い求めく
ださい。

快く展示にご協力いただいた北大インフォメーションセン
ターの方々、フォトコンテストに応募していただいた皆さん、
ご来場いただいた皆さん、本当にありがとうございました。

来年もフォトコンテスト開催予定ですので、是非ご応募くだ
さい。

店舗クリニックの様子職員との意見交換
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

　
た
び
た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
、
最
近
、
地
震
や
噴
火
、
津

波
、
台
風
、
竜
巻
、
大
雪
、
落
雷
、
土
砂
災
害
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
多

岐
に
わ
た
る
甚
大
な
自
然
災
害
が
続
い
て
お
り
、
生
活
の
中
心
と
な
る

住
宅
に
対
す
る
被
害
も
甚
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
住
宅
や
家
財
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
の
た
め
に
火
災
保
険

を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
契
約
し
て
い
る
補
償
タ
イ
プ
に
よ
り
ま
す
が
、
火
災
保
険
は
火
災
だ

け
で
は
な
く
、
落
雷
、
風
災
・
雹
災
・
雪
災
、
水
災
、
盗
難
、
破

損
・
汚
損
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
補
償
し
て
い
ま
す
。
ご
自
宅
の
環

境
、
そ
の
リ
ス
ク
の
洗
い
出
し
、
そ
し
て
、
補
償
内
容
、
保
険
金

額
、
特
約
、
保
険
期
間
、
自
己
負
担
額
な
ど
、
地

震
保
険
と
合
わ
せ
て
今
契
約
し
て
い
る
火
災
保
険

を
一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な
し
」
で
す
。

○
契
約
し
た
補
償
に
対
応
し
た
損
害
が
な
か
っ
た
か

ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
損
害
に
至

る
過
程
、
状
況
に
よ
り
ま
す
が
、
保
険
金
を
請
求

で
き
る
か
ど
う
か
、
保
険
会
社
に
問
い
合
わ
せ
て

み
ま
し
ょ
う
。

○
ず
い
ぶ
ん
前
（
住
宅
を
購
入
し
た
と
き
な
ど
）
に

契
約
し
て
い
る
火
災
保
険
が
時
価
に
対
し
て
の
補

償
に
な
っ
て
い
て
、
今
災
害
に
あ
っ
た
と
き
に
十

分
な
補
償
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
確

か
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

火
災
保
険
の
診
断
が
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
最
後
に
、「
火
災
保
険
が
使
え
る
」
と
誘
う
住
宅
修
理

契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！
　
火
災
保
険
を
使
っ
た
詐

欺
が
横
行
し
て
い
ま
す
。「
保
険
金
申
請
を
代
行
す
る
」

な
ど
の
手
口
で
す
。
注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
う
ま
い
話

に
は
裏
が
あ
る
」

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
4
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日
本
で
は
、
こ
こ
十
数
年
以
上
に
渡
っ
て
、
自
殺

で
亡
く
な
る
人
の
多
さ
が
、
社
会
問
題
と
な
る
な
ど

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
年
間
三
万
人
以
上
の
人
が

自
殺
で
亡
く
な
る
状
態
が
続
き
、
危
機
が
叫
ば
れ
て

い
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
二
万
人
台
に
減
り
、

以
前
の
状
態
に
戻
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、

極
端
に
悪
い
状
態
が
、
悪
い
状
態
に
戻
っ
た
と
い
う

こ
と
に
過
ぎ
な
い
、
と
専
門
家
は
言
い
ま
す
。
と
く

に
、
諸
外
国
と
較
べ
て
若
い
世
代
の
自
殺
率
が
高
い

点
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
年
間
二
万
数
千
人
の
人
が
自
殺
で
亡

く
な
る
と
聞
い
て
も
、
ぴ
ん
と
来
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
比
較
し
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
本
で
交

通
事
故
で
亡
く
な
る
人
の
数
は
、
現
在
は
年
間
四
千

人
程
度
で
す
。
で
は
、
怖
が
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
航

空
機
事
故
は
？　

民
間
航
空
機
事
故
で
の
年
間
平
均

死
者
数
が
、
世
界
全
体
で
五
百
人
く
ら
い
で
す
。
と

言
う
こ
と
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

に
遊
び
に
行
く
時
、
乗
っ
て
い
た
飛

行
機
が
墜
落
し
て
死
ぬ
こ
と
を
心
配

す
る
よ
り
も
、
空
港
に
行
く
途
中
に

交
通
事
故
で
死
ぬ
こ
と
を
心
配
し
た

方
が
よ
く
、
さ
ら
に
は
そ
れ
よ
り
も
、

働
き
過
ぎ
に
よ
る
過
労
で
鬱
に
な
っ

て
自
殺
し
て
し
ま
う
危
険
を
心
配
し

た
方
が
、
は
る
か
に
現
実
的
だ
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
、
自
殺
は
深

刻
な
問
題
な
の
で
す
が
、
そ
の
割
に
は
、
自
殺
と
そ

の
防
止
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
に
つ
い
て
、
知
る

機
会
が
少
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
少
し
お
話
し
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

死
に
た
い
と
言
う
人
に
限
っ
て
死
な
な
い
、
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
誤

解
で
す
。
事
実
は
逆
で
す
ね
。
ど
う
も
、
死
に
た
い

と
言
う
人
の
周
囲
の
人
が
、
自
分
自
身
を
安
心
さ
せ

る
た
め
に
そ
う
言
っ
て
し
ま
う
、
と
い
う
気
が
私
は

し
ま
す
。
そ
の
人
の
死
に
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
軽

く
考
え
な
い
、
と
い
う
の
は
大
切
で
す
ね
。
け
れ
ど

も
一
方
で
、
死
に
た
い
と
口
に
す
る
の
は
、
生
き
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
こ
そ
だ
、
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
「
〝
死
に
た
い
〟
は
〝
生
き
た
い
〟
」

と
い
う
、
自
殺
の
電
話
相
談
に
た
ず
さ
わ
る
人
た
ち

の
言
葉
は
、
そ
の
こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
こ
の
言
葉
に
は
、
死
に
た
い
と
い
う
人

の
話
に
ひ
た
す
ら
耳
を
傾
け
続
け
る
自
分
自
身
を
さ

さ
え
る
、
と
い
う
意
味
合
い
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

自
殺
で
亡
く
な
る
人
の
八
割
は
、
直
接
死
に
た
い
と

口
に
す
る
こ
と
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
周

囲
に
向
け
て
出
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
八

割
の
人
に
は
、
で
き
れ
ば
生
き
て
ゆ
き
た
い
、
と
い

う
気
持
ち
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

死
に
た
い
気
持
ち
に
も
波
が
あ
り
ま
す
。
死
に
た

く
て
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
、
と
い
う
状
態
が
続

く
の
は
、
数
時
間
か
ら
、
長
く
て
三
日
と
さ
れ
ま
す
。

つ
ら
く
て
も
、
三
日
も
ち
こ
た
え
ら
れ
れ
ば
、
少
し

は
楽
に
な
る
、
と

い

う

こ

と

で

す
。

た
だ
し
、
つ
ら
い

時
の
三
日
は
お
そ

ろ
し
く
長
く
感
じ

ら
れ
る
、
と
い
う

こ
と
は
、
よ
く
お

ぼ
え
て
お
く
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。

ま

た

現

在

で

は
、

自
殺
で
亡
く
な
る

人
の
大
部
分
が
、
精
神
医
学
的
診
断

が
つ
く
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
逆
に
言
う
と
、
治
療
に
よ

る
改
善
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
し
て
、
こ
れ
は
自
殺
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
心
理

的
な
問
題
は
複
数
の
要
因
が
絡
み
合
っ
て
起
こ
っ
て

き
ま
す
。
自
殺
防
止
に
長
年
携
わ
っ
た
米
国
の
シ
ュ

ナ
イ
ド
マ
ン
博
士
は
言
い
ま
す
…
死
ぬ
決
意
を
ほ
と

ん
ど
固
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
人
も
、
し
ば

し
ば
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
、
や
っ
と
差
が
わ
か
る
程

度
の
事
態
の
改
善
で
、
生
き
る
決
意
を
す
る
、
と
。

八
方
ふ
さ
が
り
で
出
口
の
な
い
状
態
に
思
え
て
も
、

実
は
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
抜
け
出
す
道
、
す
な
わ

ち
「
希
望
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
そ
の
こ
と
に
、
自
分
一
人
だ
け
で
は
、
気
づ

く
こ
と
が
難
し
い
と
し
て
も
。

渡邊 誠

こころの
健康を考える 49

死にたい
ということ

○

【火災保険支払い事例（共栄火災パンフレットより）】

落 雷 落雷により、配電盤・給湯器・空調機が動作不能になり、交換工事となった。 49万円

水 災 台風による大雨により浸水、建物の棟の高さまで完全水没した。 1,402万円

風 災 台風で住宅のフェンスが倒壊した。 109万円
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ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で

し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
縦
よ
り
横
の

線
を
強
調
す
る
方
法
は
、
当
時
、
日

本
を
含
む
世
界
を
席
巻
し
た
モ
ダ
ニ

ズ
ム
建
築
最
大
の
特
徴
で
す
。
そ
し

て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
肌
を
む
き
出

し
に
し
た
仕
上
げ
も
、
こ
の
時
代
を

象
徴
し
て
い
ま
し
た
。
玄
関
を
入
る

と
「
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ホ
ー
ル
」
が
あ

り
、
東
西
に
は
食
堂
や
購
買
、
講
堂

や
和
室
を
含
む
ク
ラ
ブ
室
を
設
け
た

明
快
な
空
間
構
成
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ホ
ー
ル
の
中
２
階
に
は

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
設
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
暖
色
や
原
色
で
彩
っ
た

吹
抜
け
の
ホ
ー
ル
に
は
南
の
窓
か
ら

光
が
降
り
注
ぎ
、
学
生
や
来
訪
者
が

佇
ん
で
い
る
の
は
今
も
変
わ
ら
な
い

光
景
で
す
。
当
初
は
、
外
部
講
師
の

宿
泊
室
や
バ
ー
付
き
の
娯
楽
室
が
あ

り
ま
し
た
し
、
屋
上
で
は
札
幌
の
山

並
み
を
楽
し
み
な
が
ら
パ
ー

テ
ィ
ー
を
催
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
計
画
さ
れ
ま
し
た
。

太
田
實
と
建
築
的
評
価

ク
ラ
ー
ク
会
館
は
工
学
部

建
築
工
学
科
の
太
田
實
先
生

が
設
計
し
ま
し
た
。
こ
の
作

品
は
『
週
刊
朝
日
』
の
表
紙

を
飾
る
な
ど
、
建
築
界
の
枠

を
超
え
て
高
い
評
価
を
受
け

た
通
り
、
太
田
の
代
表
作
の

ひ
と
つ
で
す
。
太
田
は
、
国

立
代
々
木
体
育
館
な
ど
を
設

計
し
た
世
界
的
建
築
家
・
丹

下
健
三
と
共
に
東
京
大
学
に

学
び
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
の

涵
養
を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
近
代

建
築
の
古
典
的
名
著
『
空
間
・
時

間
・
建
築
』
の
翻
訳
を
し
、
日
本
に

紹
介
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
ま
す
。

そ
の
影
響
は
旧
医
学
部
附
属
病
院
な

ど
に
も
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
北
海
道

を
拠
点
と
す
る
意
味
を
考
え
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ト
」
を

目
指
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
本
学
の

百
年
記
念
館
や
北
海
道
立
近
代
美
術

館
、
大
麻
団
地
な
ど
、
単
な
る
モ
ダ

ニ
ズ
ム
の
追
求
に
は
と
ど
ま
ら
な
い

作
品
を
発
表
し
ま
す
。
と
は
い
え
、

水
平
線
を
強
調
し
た
こ
の
建
築
に
は

高
い
煙
突
が
聳
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
冬
季
に
暖
房
の
使
用
が
避
け
ら
れ

な
い
北
海
道
な
ら
で
は
の
デ
ザ
イ
ン

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
、
太

田
が
最
後
ま
で
悩
ん
だ
の
は
、
煙
突

の
形
と
高
さ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ラ
ー
ク
会
館
は
最
初
の
学
生
会
館
と

な
り
ま
し
た
。
敷
地
は
、
中
央
講

堂
（
１
９
６
５
年
解
体
）
裏
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
現
在
の
ク
ラ
ー
ク
会
館
は
中

央
道
路
の
ア
イ
ス
ト
ッ
プ
と
な
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
の
景
観
を
形
づ
く
っ
て

今
回
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
軸
で
あ

る
中
央
道
路
南
端
の
ク
ラ
ー
ク
会
館

に
目
を
向
け
ま
す
。「
入
っ
た
こ
と

が
な
い
」「
知
ら
な
い
」
と
い
う
方

も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
竣
工
か
ら
58
年
経
っ
た
こ
の
建

物
は
、
戦
後
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
礎

と
な
っ
た
立
派
な
文
化
財
で
す
。

日
本
の
国
立
大
学
初
の
学
生
会
館

ク
ラ
ー
ク
会
館
は
、
本
学
創
基

80
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
初
代

教
頭
ク
ラ
ー
ク
博
士
を
記
念
し
、

１
９
５
９
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
工
費
約
２
億
３
，
５
０
０
万

円
の
大
半
は
、
国
や
海
外
か
ら
の
寄

付
で
賄
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
運
を

高
め
た
の
は
当
時
の
杉
野
目
晴
貞
学

長
で
、
欧
米
の
大
学
の
学
生
会
館
に

感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
発
端
と
い

わ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
日
本
の
国

立
大
学
に
学
生
会
館
は
な
く
、
ク

い
ま
す
が
、
１
９
６
０
年
の
開
館
当

時
は
異
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
も

そ
も
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
正
門

か
ら
農
学
部
本
館
に
至
る
東
西
を
軸

と
し
て
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
学
組
織
の
拡
大
と
共
に
北
に

広
が
り
、
南
北
軸
が
形
成
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
敷
地
は
南
へ
２
ｍ
ほ
ど

下
が
っ
て
い
る
た
め
、
３
階
建
て
で

す
が
２
階
建
て
に
み
え
ま
す
。
こ
れ

は
サ
ク
シ
ュ
コ
ト
ニ
川
に
よ
る
起
伏

の
影
響
で
、
地
形
を
巧
み
に
取
り
込

み
、
高
さ
を
抑
え
て
い
ま
す
。

水
平
性
と
合
理
性

ク
ラ
ー
ク
会
館
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内

の
「
古
い
」
建
物
と
比
べ
る
と
、
約

80
ｍ
の
平
ら
な
屋
根
の
軒
や
正
面
玄

関
横
の
ポ
ー
チ
が
水
平
に
伸
び
た
デ

文化財へ
　行こう第4回

～戦後大学キャンパスの礎－
クラーク会館～

北海道大学客員准教授・非常勤講師

角 哲

クラーク会館正面
光が降り注ぐ吹き抜けのセントラル・ホール

構造を工夫して軒やベランダを張り出し、水平線を強調している

南の庭からみると３階建てであることがわかる
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留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

留
学
生
委
員
会　

留
学
生
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

■
国
際
部
主
催
『
新
入
留
学
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
』
10
月
２
日
（
月
）
参
加

　

英
語
と
中
国
語
で
、
留
学
生
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
紹
介
と
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
の
お
誘
い
を
し
ま
し
た
。

■『
今
秋
新
入
留
学
生
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
』
10
月
６
日
（
金
）
開
催

（
詳
細
は
、
本
誌
3
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

■『
中
古
自
転
車
譲
渡
事
前
説
明
と

　

手
続
き
会
』
10
月
16
日
（
月
）
開
催

　

無
料
譲
渡
の
説
明
と
防
犯
登
録
の
手

続
き
を
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
施
錠
の

必
要
性
と
自
転
車
事
故
の
事
例
や
学
生

賠
償
責
任
保
険
の
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

数
人
が
保
険
の
詳
し
い
説
明
を
聞
き
に

来
て
加
入
の
申
し
出
も
あ
り
、
共
済
カ

ウ
ン
タ
ー
を
ご
案
内
し
ま
し
た
。

■『
中
古
自
転
車
無
料
譲
渡
会
』

　

10
月
22
日
（
日
）
開
催

　

寒
冷
の
中
、
屋
外
で
４
時
間
程
の
作

業
を
、
委
員
は
協
力
し
合
っ
て
笑
顔
で

頑
張
り
ま
し
た
。
71
人
が
、
各
自
選
ん

だ
自
転
車
に
乗
っ
て
嬉
し
そ
う
に
帰
っ

て
行
き
ま
し
た
。
来
な
い
人
に
電
話
を

か
け
ま
し
た
が
通
じ
ず
、
予
定
時
間
を

待
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
週
明
け
、
熱

が
出
た
・
迷
っ
た
等
ど
う
し
た
ら
良
い

か
と
の
問
合
せ

が
あ
り
ま
し

た
。
残
念
で
す

が
譲
渡
日
以
外

は
札
幌
市
か
ら

頂
く
事
が
で
き

な
い
の
で
、
防

犯
登
録
手
数
料

の
返
金
を
案
内

し
ま
し
た
。

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
10
日
～
12
日
、
11
月
は
14
日

～
16
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
は
12
日
、
11
月
は
22
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
に
は
北
大
生
協
70
周
年
に
関
す

る
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
12
月
、

1
月
と
記
念
企
画
も
予
定
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
の
で
、
乞
う
ご
期
待
で
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

き
ぼ
う
の
虹
３
７
３
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

生
協
の
学
生
委
員
会
、
院
生
委
員

会
、
そ
れ
に
理
事
の
皆
さ
ん
に
も
声
を

か
け
て
、
11
月
22
日
に
拡
大
教
職
員
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
普
段
、
生
協

の
会
議
で
は
で
き
な
い
「
本
音
ト
ー

ク
」
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
今
号
に
は

間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
次
号
に
報

告
記
事
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　

い
よ
い
よ
冬
到
来
で
す
。
つ
る
つ
る

路
面
の
数
ヶ
月
が
始
ま
り
ま
す
。

■
店
舗
活
動

　
「
組
合
員
メ
ニ
ュ
ー
投
票
企
画
」

生
協
店
舗
に
意
見
を
届
け
る
手
段
に

は
組
合
員
の
声
カ
ー
ド
が
あ
り
、
食
堂

に
は
メ
ニ
ュ
ー
に
関
す
る
意
見
が
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
組
合
員
に

メ
ニ
ュ
ー
を
投
票
し
て
も
ら
い
、
出
食

す
る
企
画
を
、
昨
年
に
続
き
今
年
も
行

い
ま
す
！
現
在
、
メ
ニ
ュ
ー
の
応
募
が

終
わ
り
、
そ
れ
ら
を
絞
る
投
票
期
間
で

す
。
食
堂
で
の
出
食
は
来
年
1
月
末
頃

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー
に
一
票

を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
受
験
生
・
新
入
生
向
け
の

　

活
動
ス
タ
ー
ト

学
生
委
員
会
で
は
、
現
在
の
組
合
員

向
け
だ
け
で
な
く
、
受
験
生
・
新
入
生

に
向
け
た
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
活
動
で
は
、
大
学
生
協
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
受
験
や

新
生
活
に
対
す
る
不
安
や
疑
問
の
解
消
、

さ
ら
に
は
期
待
を
抱
い
て
も
ら
う
こ
と

を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
北

大
に
い
る
人
、
み
ん
な
で
北
大
受
験
を

す
る
受
験
生
や
北
大
に
合
格
し
た
新
入

生
を
迎
え
て
い
く
た
め
に
活
動
を
行
う

と
き
は
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ

http://hokudaigi.w
eb.fc2.com

/

■
学
生
委
員
会
公
式T

w
itter

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

■
学
生
委
員
会Facebook

＠hokudai.gi

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

■
院
生
に
よ
る
書
評
誌
『
ほ
ん
で
な
い
か

い
２
０
１
７
』
発
行
に
向
け
作
成
中
！

今
年
の
『
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
７
』

は
、
例
年
通
り
院
生
か
ら
投
稿
さ
れ
た

書
評
の
掲
載
、
北
大
関
係
者
に
よ
る
特

別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
書
評
の
投
稿
に
つ
い
て
は
、
多

彩
な
本
を
紹
介
す
る
、
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
で
投
稿
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。
投
稿
は
11
月
23
日
（
木
）
で
締
め

切
り
ま
し
た
。
ご
投
稿
い
た
だ
い
た
院

生
の
皆
様
に
は
、
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。特

別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
企
画
は
、
北
大

Ｏ
ｎ
ち
ゃ
ん
事
務
局
様
の
協
力
を
得
ま

し
て
、
今
年
、
北
大
に
入
学
し
た
、
Ｈ

Ｔ
Ｂ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
Ｏ

ｎ
ち
ゃ
ん
」
に
「
北
大
に
入
学
し
た
経

緯
」「
Ｏ
ｎ
ち
ゃ
ん
の
お
す
す
め
本
」

や
「
Ｈ
Ｔ
Ｂ
関
係
者
の
お
す
す
め
本
」

な
ど
い
ろ
い
ろ
聞
き
ま
し
た
。「
Ｏ
ｎ

ち
ゃ
ん
」
は
し
ゃ
べ
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
質
問
を
お
送
り
し
、
そ
れ

に
答
え
て
も
ら
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｏ
ｎ
ち
ゃ
ん
」
の
大
学
生
活
の
こ
と
、

本
に
対
す
る
興
味
な
ど
、
普
段
聞
く
こ

と
の
出
来
な
い
内
容
が
満
載
で
す
。
現

在
、
12
月
末
発
行
に
向
け
、
鋭
意
作
成

中
で
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

■
全
国
院
生
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
ま
し
た

少
し
前
の
話
で
す
が
、
10
月
14
日
・

15
日
に
東
京
の
多
摩
で
開
催
さ
れ
た

「
全
国
院
生
セ
ミ
ナ
ー
」
に
院
生
委
員

会
か
ら
２
名
参
加
し
、「
新
入
院
生
歓

迎
会
」
新
入
院
生
向
け
冊
子
「
い
ん
で

な
い
か
い
２
０
１
７
」
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。
全
国
の
院
生
さ
ん
と
交
流

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
の
で
、
こ

の
経
験
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2017 年 12 月 1 日 よりよい生活と平和のために 第 373 号　（ 8 ）

Web ページ「きぼうの虹 pdf 版」　http://www.hokudai.seikyou.ne.jp/kyoushokuin/index.html

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告


